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（1 a）については，例えば，center と middle があてはまる。いずれも「中
心」を意味するが，center は通例，〈円形・球形・正多角形の「中心」〉を指
すのに対して，middle は〈空間的・時間的に両端から等距離にあるところ〉
を指す。つまり，center も middle も「中心」を指すが，その基本的概念そ
のものが異なる。










（1 d）については，例えば，arrive at と reach で，arrive の自動詞，reach
の他動詞と区別される。
（1 e）については，例えば，autumn と fall があてはまる。いずれも「秋」
を意味するが，autumn はイギリス英語，fall はアメリカ英語のように対立す
る場合である。
（1 f）については，例えば，deceive と take in があてはまる。いずれも












b. childlike 対 childish, inexpensive 対 cheap, slender 対 thin, chat
対 chatter, compliment 対 flattery
c. Thank you for your compliment.











b. slide 対 slip, ignore 対 neglect, take a jump 対 give a jump




（3 c）に見られるように skid も用いられる。また，slip は［－intentional］
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で「うっかりしていてすべる」のである。
さらに，意味特性としては（4 a）（5 a）（6 a）（7 a）のようなものも想定さ
れうる。
（ 4）a.［＋gradable］対［－gradable］
b. tired 対 exhausted, surprising 対 amazing
（ 5）a.［＋stative］対［－stative］
b. hear 対 listen, wear 対 put on
（ 6）a.［＋innate］対［－innate］
b. gift, genius 対 talent, ability, grace 対 elegance
（ 7）a.［＋private］対［－private］
b. forbid 対 prohibit, allow 対 permit, revenge 対 avenge
（4 a）は「段階的」対「非段階的」という二項対立であり，その違いは，例
えば，（4 b）の「疲れた」の意味のシノニム同士である tired と exhausted





hear と listen はそれぞれ，*Hear the radio./Listen to the radio. のように命
令文での容認可能性に差がでる。
（6 a）は「先天的［生得的］」対「後天的」という二項対立であり，「才能」
の意味のシノニム同士である gift と genius は［＋innate］とみなされるが，
talent と ability に関しては［＋innate］ではあっても，後天的な努力や環境
により獲得される「才能」という点をも考慮すると，正確には［±innate］と
表示するのが適切ではないかと思われる。その点は，「優雅さ」の意味の grace





（7 a）は「私的」対「公的」という二項対立であり，例えば，（7 b）の revenge












































（11）a. Possibly he is coming, but possibly he’ not.
b. Did he arrive at the station on time?─Yes, probably.










となじむ。もちろん，probably や perhaps も，yes や no を使わなくても答
えとして用いることはできる。（12）を見られたい。







（13）a. maybe の確率度＝35～50％，perhaps の確率度＝30％以上（G4）
b. maybe, perhaps の確率度＝30～50％（W3）
c. maybe, perhaps の確率度＝5割以下，通常 2～3割（SA4）
さらに，ネイティブスピカーの「アメリカ英語における maybe の確率度は
perhaps にほぼ相当するが，イギリス英語における maybe は perhaps より
やや見込みが少ない」といった意見もあり，（13 a～c）とともに総合的に判断
すれば，perhaps と maybe の〈確実性〉の度合いは（14 a）のように表示さ
れ，probably, possibly も含めると，（14 b）のようになる（ちなみに，文体







perhaps, maybe, possibly は丁寧表現で用いることができる。（15 a, b）を見
られたい。
（15）a. Perhaps［Maybe］you’d like to join us for dinner.








surely, definitely を取り上げることができる。この 3語に関する LDOCE5の
記述は（16 a～c）のようになっている。参考のため，これらの副詞に対応す
る形容詞の記述も（17 a～c）として挙げておく（下線部はいずれも筆者）。
（16）a. certainly＝without any doubt
b. definitely＝without any doubt
c. surely＝used to show that you think something must be true,
especially when people seem to be disagreeing with
you（LDOCE5）
（17）a. certain＝if something is certain, you are completely sure that it
will happen or is true
b. definite＝if something is definite, it is certain because someone
has officially stated that it will happen, is true, etc.
c. sure＝believing that something is definitely true or correct
（LDOCE5）
（16 a～c）（17 a～c）の記述を踏まえながら，まとめてみると，まず，






（18）The meal was certainly too expensive（＝there is no doubt about





次に，definitely と certainly とでは，どうか。definitely が用いられると，
certainly 以上にはっきりものごとを言うきらいが見てとれる。（19 a, b）を
見られたい。
（19）a. He’s definitely the best player in Japan.
b. This wineglass is certainly beautiful, but it’s too expensive.（以
上，田中，1998, p.140）




の意味で，This wineglass is certainly beautiful. だけであったとしても，文
脈次第で but 以下のような文が言外に含まれる可能性を秘めている。
その可能性も含めて，以上を念頭に置きながら，シノニム同士である













（21）His father owns an old sedan but John possesses a fine new red
sports car.（Dixon, 1991, p.117）
「持つ，所有する」の意味のシノニムとしては通例，［have, own, possess］





このうち，possess は文体的にはフォーマルであるが，（21）で own と
possess とを逆にすると，たちまち適切さに欠ける。







別な物・高価な物だからである。その証拠に，（24 a, b）でも own と possess
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とが使い分けられている。
（24）a. Now that the mortgage is paid off, I really own this house.






（25）a. They postponed the wedding until August.
b. They delayed the start of the meeting since the bus bringing
delegates from the north had not arrived.（op.cit., p.192）
この（25 a, b）のうち，（25 b）の delay を postpone に代えることはでき
ない。なぜか。
一般に，「延期する」の意味では［postpone, delay, defer, put off］といっ
たシノニムを挙げることができるが，これら 3語および 1つの句では，（26）
のような違いがある。
（26）［postpone, delay, defer, put off］
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